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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１）稲藁を含む粗飼料２０～４０重量部を準備する段階、
　２）直径１．５～２．５ｍｍのサイズを有するように破砕し、砂糖を添加し、ラクトバ
チルス菌の存在下で４５～５５℃で５０～７２時間撹拌すると同時に、発酵したエゴマ粕
６～８重量部を準備する段階、
　３）穀物、塩、ミネラル及び炭酸カルシウムのうち少なくともいずれか１つ以上の追加
材料２０～５５重量部を準備する段階、
　４）生菌剤０．５～１．５重量部を準備する段階、
　５）前記粗飼料、前記エゴマ粕、前記追加材料、前記生菌剤を混合した混合物を生産す
る段階、及び
　６）前記混合物を前記生菌剤が投入した時から２８～３２時間発酵熟成する段階を含み
、
　家畜から獲得する肉または牛乳のうち少なくともいずれかの１つの畜産物にオメガ３脂
肪酸とオメガ６脂肪酸の比率が１：４以下の比率を有するように獲得し、
　畜産物内にアラキドン酸の含有を除去する効果を有することを特徴とする、
　エゴマ粕を用いた飼料組成物の製造方法。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、エゴマ粕（ｐｅｒｉｌｌａ　ｍｅａｌ）を用いた飼料組成物に関し、オメガ
３（ω－３）脂肪酸とオメガ６（ω－６）脂肪酸の比率を１：４以下に調整して家畜から
得ることができる肉、牛乳などに不飽和脂肪酸が多量に含有された畜産物を獲得すること
ができるが、廉価で生産することができる飼料組成物に関する。
【０００２】
　一般的に、ニワトリ、豚、牛などのような家畜を飼育するにあたり、家畜の健康を維持
し、その家畜が有している生産能力を充分に発揮させるため、適切な栄養成分を含む多様
な配合飼料が通常使用されている。
【０００３】
　その結果、生産畜産物に過度な脂肪が蓄積され、これを摂取した人体に急激にオメガ３
脂肪酸（ω－３）とオメガ６（ω－６）の深刻な不均衡を招き、各種心臓系、血管系系統
の疾患が発生して社会問題となるや否や、最近は多くの穀物飼料配合に対する研究が活発
に行われてきた。
【０００４】
　ここで、家畜を飼育するために与えられていた従来技術は、亜麻仁、亜麻油、または亜
麻粕などの亜麻関連物を添加した飼料組成物を作って提供することにより、オメガ３（ω
－３）とオメガ６（ω－６）のバランスを１：４以下にして畜産物を生産する技術が韓国
内の畜産市場に登場したが、理論と異なり商品の実用化には失敗した。
【０００５】
　このような要求条件を満足するために、家畜を飼育するための飼料として与えられてい
た従来技術は、亜麻仁、亜麻油、または亜麻粕などのような亜麻関連物を添加した飼料組
成物を作って提供することにより、オメガ３（ω－３）とオメガ６（ω－６）のバランス
を１：４以下にして畜産物を生産する技術が韓国内の畜産市場に登場し、その例として韓
国登録特許第１０－１２６７８３５号（公告日：２０１３．０５．２７）の「イチョウの
葉粕発酵物を含む飼料組成物及びその製造方法」が開示されている。
【０００６】
　前記従来技術である飼料組成物の構成を見ると、イチョウの葉粕発酵物２０～３０重量
％、亜麻仁種発酵物２０～３０重量％、及び発酵米糠１～１０重量％を含み、前記イチョ
ウの葉粕、亜麻仁種及び米糠の発酵物はバシラス属（Ｂａｃｉｌｌｕｓ）菌及び乳酸菌の
発酵物で製造されてオメガ３の含量増進率が高いという長所を有している。
【０００７】
　しかし、このような従来技術は、現実化されておらず、オメガ含量を増進させるために
使用する材料のうち高価な材料（特に、亜麻仁）を使用しており、その高価な材料によっ
て飼料の普及単価が上昇するようになって実際の畜産業者らが使用するには不可能である
という理由で忌避され、現実化が不可能となった問題点がある。
【０００８】
　また、家畜の感じでは美味でないため、畜産業者から忌避されることによって飼料の嗜
好性が落ち、特に乳牛の場合は乳量が落ち、韓牛の場合は肥育（家畜を太らせること）が
うまくいかないだけでなく、等級が芳しくなく生産者の所得損失を招くようにまでなった
。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　本発明は、前記のような従来の問題点を解消するために提案されたもので、その目的は
、廉価でオメガ３脂肪酸とオメガ６脂肪酸の比率が１：４以下に調整された飼料を製造し
て家畜（牛または乳牛）に与えて肉、牛乳などを容易に廉価で生産することができると同
時に、家畜体内に不飽和脂肪酸が大量に含有された畜産物を生産することができる飼料組
成物及びその製造方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
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【００１０】
　上述した技術的課題を解決するために、本発明によるエゴマ粕を用いた飼料組成物は、
飼料組成物１００重量部において、前記飼料組成物は、燕麦または稲藁のうち少なくとも
いずれか１つを含む粗飼料２０～４０重量部、直径１．５～２．５ｍｍのサイズを有する
破砕されたエゴマ粕６～８重量部、穀物、塩、ミネラル及び炭酸カルシウムの中から選択
された１つ以上の追加材料２０～５５重量部、及び生菌剤０．５～１．５重量部を含み、
前記エゴマ粕は直径１．５～２．５ｍｍの設定サイズを有するように破砕され、家畜から
獲得する肉または牛乳のうち少なくともいずれかの１つの畜産物にオメガ３脂肪酸とオメ
ガ６脂肪酸の比率が１：４以下の比率を有するように獲得し、前記エゴマ粕に砂糖、塩、
糖蜜のうち少なくともいずれか１つを添加し、ラクトバチルス菌の存在下で４５～５５℃
で５０～７２時間撹拌すると同時に、発酵して酸敗を防止することを特徴とする。
【００１１】
　更に、前述した本発明によるエゴマ粕を用いた飼料組成物を製造する方法は、
　１）燕麦または稲藁のうち少なくともいずれか１つを含む粗飼料２０～４０重量部を準
備する段階、
　２）直径１．５～２．５ｍｍのサイズを有するように破砕し、砂糖、塩、糖蜜のうち少
なくともいずれか１つを添加し、ラクトバチルス菌の存在下で４５～５５℃で５０～７２
時間撹拌すると同時に、発酵したエゴマ粕６～８重量部を準備する段階、
　３）穀物、塩、ミネラル及び炭酸カルシウムのうち少なくともいずれか１つ以上の追加
材料２０～５５重量部を準備する段階、
　４）生菌剤０．５～１．５重量部を準備する段階、
　５）前記粗飼料、前記エゴマ粕、前記追加材料、前記生菌剤を混合した混合物を生産す
る段階、及び
　６）前記混合物を発酵熟成する段階を含む。
【００１２】
　また、前記６）段階では前記生菌剤が投入した日から２８～３２時間発酵熟成すること
が好ましい。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、従来とは差別的に、韓国の畜産物のオメガ３とオメガ６の脂肪酸の比
率が１：８乃至１：２７である現在の畜産農家の状況と異なり、家畜に与えた６ヶ月後か
らオメガ３とオメガ６の脂肪酸の比率が世界保健機構（ＷＨＯ）の勧奨比率である１：４
以下で１００％生産される効果がある。
【００１４】
　また、従来とは差別的に、核心成分であるエゴマ粕の酸敗を防止して家畜に安全な飼料
を提供することができる効果を有する。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明によるエゴマ粕を用いた飼料組成物のエゴマ粕に対する栄養成分の分析図
である。
【図２】本発明によるエゴマ粕を用いた飼料組成物のエゴマ粕に対する脂肪酸の分析図で
ある。
【図３】本発明によるエゴマ粕を用いた飼料組成物の配合比率を示した図面である。
【図４】本発明によるエゴマ粕を用いた飼料組成物の製造方法を示したフローチャートで
ある。
【図５】図５に対する飼料組成物の脂肪酸の分析である。
【図６】図５に対する配合による成分分析である。
【図７】図５に対する飼料を与えた後の不飽和脂肪酸の変化である。
【図８】図７に対する飼料提供期間による不飽和脂肪酸の変化を示すグラフである。
【図９ａ】２０１５年１０月２０日付の検査成績である。
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【図９ｂ】２０１５年１０月１３日付の牛屠体等級判定結果表である。
【図１０】２０１５年１１月１２日付のナチュラル１次試料による検査成績書である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、添付図面を参照して、本発明の好適な実施例によるエゴマ粕を用いた飼料組成物
（以下、単に「飼料組成物」という）について詳細に説明する。説明に先立ち、本発明に
よる飼料組成物はタンニン（ｔａｎｎｉｎ）成分がない牛、乳牛、豚などのような家畜に
与えられる飼料を意味し、鹿などのような家畜に使用されるものではないことを述べてお
く。
【００１７】
　すなわち、鹿はタンニン成分がなければ提供時にあまり食べず飼料として使用すること
ができないため、下記に説明する追加材料にタンニン成分を有する組成物を使用して鹿に
も与えることができるが、本発明の要旨を曖昧にしないように、牛と乳牛に限って詳細に
説明することを述べておく。
【００１８】
　まず、図１及び図２に示したように、本発明である飼料組成物は、核心組成物であるエ
ゴマ粕は別途の粗飼料、追加材料及び生菌剤が混合されて家畜の飼料として使用するため
のものであり、特にエゴマ粕の栄養成分は水分、粗蛋白、粗脂肪、粗繊維、粗灰分、カル
シウム、リンなどの多様な栄養成分を含んでいる。
【００１９】
　図示した資料を通じてエゴマ粕の脂肪酸を見ると、エゴマ粕の１００ｇ当たりの脂肪酸
の組成をグラム（ｇ）で分析したところ、パルミチン酸（Ｐａｌｍｉｔｉｃ ａｃｉｄ）
が６．８１、ステアリン酸（ｓｔｅａｒｉｃ ａｃｉｄ）が２．８３、カプリン酸（Ｃａ
ｐｒｉｃ ａｃｉｄ）は０．００、ラウリン酸（Ｌａｕｒｉｃ ａｃｉｄ）は０．０１、ミ
リスチン酸（Ｍｙｒｉｓｔｉｃ ａｃｉｄ）は０．０４など飽和脂肪酸の総量が９．４３
％と非常に少なく、代表的な不飽和脂肪酸であるリノレン酸（ｌｉｎｏｌｅｎｉｃ ａｃ
ｉｄ）（ω－３）は５８．０５％であり、リノール酸（ｌｉｎｏｌｅｉｃ ａｃｉｄ）（
ω－６）は１５．６０％であり、オレイン酸（ｏｌｅｉｃ ａｃｉｄ）（ω－９）は１６
．０４％であり、その他の不飽和脂肪酸含有不飽和脂肪酸の総計９０．０７％と非常に優
れた原料であることが分かる。
【００２０】
　更に、図３に示したように、本発明による飼料組成物は肥育期間及び搾乳期間に属する
すべての家畜の飼料として使用することができ、その組成比率は粗飼料が２０％～４０％
、エゴマ粕が３％～１１％、追加材料２０％～５５％及び生菌剤が０．５％～１．５％ず
つそれぞれ配合されていることが分かる。
【００２１】
　この時、粗飼料は燕麦または稲藁のうちいずれか１つ以上の品種が使用でき、追加材料
は穀物、塩、ミネラル及び炭酸カルシウムのうちいずれか１つ以上が選択された混合物か
らなることが好ましい。
【００２２】
　更に、前述した組成比率を有する本発明による飼料組成物は、生菌剤の投入後に２８時
間～３２時間発酵熟成し、当該発酵熟成期間前は生菌剤、すなわち微生物が充分に繁殖す
ることができないか、発酵熟成後は微生物の過多繁殖によって腐臭を伴うことがあるため
、当該発酵熟成期間に属するように発酵することにより、発酵効果だけでなく、家畜の消
化吸収力の増大に寄与するようにする。
【００２３】
　また、元来エゴマ粕は円型の塊なので、好ましくは、前記エゴマ粕は破砕機を用いて設
定されたサイズに粉砕されたものを使用する。
【００２４】
　この時、エゴマ粕の設定サイズは生菌剤が投入混合後に発酵熟成されるのに適正な程度
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、そして提供対象家畜に与えるのに容易な程度の粒子に粉砕されなければならないという
点を考慮して決定されるが、多年間の畜産現場での試験を経て通常直径１．５～２．５ｍ
ｍ以内に粉砕されることが好ましい。
【００２５】
　更に、破砕後のエゴマ粕は、温が急上昇する夏期は酸敗が起きるので、原料管理に格別
に留意しなければならないが、前記エゴマ粕は酸敗が発生しないものを使用しなければな
らず、前記エゴマ粕の酸敗を防止するためには破砕しようとする塊形のエゴマ粕とラクト
バチルス（乳酸菌）を一緒に破砕し、破砕が行われた後に約５０～７２時間の間撹拌する
と同時に、発酵する熟成期間を有するようにしてエゴマ粕の酸敗を防止するようにする。
【００２６】
　この時、エゴマ粕の酸敗防止を極大化することができるように砂糖、塩及び糖蜜のうち
少なくともいずれか１つの構成物を含んで熟成させることで、ラクトバチルスが活発に活
動することができる栄養分を提供して、発酵熟成に必要な温度は約４５～５５℃以内の温
度を有するように撹拌すると同時に、発酵させて酸敗防止効果を極大化し、飽和脂肪酸の
比率によってオメガ脂肪酸のバランスを１：４以下に維持することができるようになる。
【００２７】
　生菌剤、すなわち発酵に必要な微生物からなる生菌剤は家畜の消化力と発酵力増大を目
的に混合され、
　更に、本発明による飼料組成物は肥育期間（出生２０ヶ月以後の雄牛を太らせる期間）
と搾乳期間（子牛を出産した以後の乳牛から母乳が出る時期）にある乳牛ともに使用可能
であり、混合物を構成する追加材料が穀物の場合は搾乳期間よりも泌乳期間により多い量
を添加して使用することができるが、その理由は穀物が有している栄養分は家畜を太らせ
る役割が大きく作用するところ、搾乳期間に乳牛が太りすぎると、その乳牛の乳線が収縮
して子牛に十分な母乳を供給することができなくなる場合が発生し得るので、搾乳期間に
接する乳牛には追加材料として使用する穀物の量を泌乳期間にある牛よりも少なく供給す
るようにする。
【００２８】
　この時、前記の内容で搾乳期間に使用する穀物の量は泌乳期間に使用する穀物の量より
も約２０％～３０％以下の量で供給することが好ましい。
【００２９】
　以下、添付された図面を参照して本発明の好適な実施例によるエゴマ粕を用いた飼料組
成物の製造方法（以下「飼料製造方法」という）について詳細に説明する。
【００３０】
　まず、図４に示すように、本発明による飼料製造方法は、粗飼料が２０～４０重量で準
備される段階（Ｓ１１０）、破砕されたエゴマ粕が６～８重量で準備される段階（Ｓ１２
０）、追加材料が２０～５５重量で準備される段階（Ｓ１３０）、生菌剤が０．５～１．
５重量で準備される段階（Ｓ１４０）、混合物で形成する段階（Ｓ１５０）及び混合物を
発酵熟成する段階（Ｓ１６０）を含む製造方法からなる。
【００３１】
　この時、発酵熟成する段階では生菌剤を投入した日から約２８～３２時間発酵熟成する
ことが好ましく、その理由は、当該発酵熟成期間前は微生物が充分に繁殖することができ
ないか、発酵熟成後は微生物の過多繁殖によって腐臭を伴うことがあるため、当該発酵熟
成期間に属するように発酵することで、発酵効果だけでなく、家畜の消化吸収力の増大に
寄与するようにする。
【００３２】
　かかる飼料製造方法で製造された飼料組成物の脂肪酸を見ると、図５の分析図表に示す
ように、本発明の飼料組成物１００ｇ当たりの脂肪酸組成をグラム（ｇ）で分析したとこ
ろ、飽和脂肪酸であるパルミチン酸（ｐａｌｍｉｔｉｃ ａｃｉｄ）は１２．６７、ステ
アリン酸（ｓｔｅａｒｉｃ ａｃｉｄ）は２．３９、カプリン酸（Ｃａｐｒｉｃ ａｃｉｄ
）は０．００、ラウリン酸（Ｌａｕｒｉｃ ａｃｉｄ）は０．１、ミリスチン酸（Ｍｙｒ
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ｉｓｔｉｃ ａｃｉｄ）は０．２７などが含有され、不飽和脂肪酸の総量が１６．３６％
であることが分かり、不飽和脂肪酸としてはリノレン酸（ω－３）が２５．９７％、リノ
ール酸（ω－６）が２８．３８％、オレイン酸（Ｏｌｅｉｃ ａｃｉｄ）は２０．９８％
、その他の不飽和脂肪酸を含む不飽和脂肪酸総量は７６．３９％含有されていることが分
かる。
【００３３】
　したがって、オメガ３脂肪酸とオメガ６脂肪酸の比率は１：１．０８として、オメガ３
脂肪酸とオメガ６脂肪酸の比率が１：４以下に調整されていることを通じて、本発明によ
る製造方法で製造された飼料組成物のオメガ３脂肪酸とオメガ６脂肪酸の比率を確認する
ことができる。
【００３４】
　更に、図６に示すように、肥育期間（搾乳期間を含む）中の飼料組成分の配合による成
分は、依頼試料の原物を基準に、水分は４３．３３％、粗蛋白は９．１３％、粗脂肪は３
．６０％、粗繊維は１１．４４％、粗灰分は５．３０％、カルシウムは０．４９％、リン
は０．４０％などが含有されていることが分かり、残りの溶解性蛋白質、分解性蛋白質な
ども図表に記載されたように多様に含有されていることが分かる。
【００３５】
　以下、前記の本発明による飼料製造方法で製造された飼料組成物の成果を列挙された資
料などを通じて確認する。
【００３６】
　まず、図７及び図８を参考にして、本発明の飼料提供後の不飽和脂肪酸の変化を見ると
、飼料組成物を提供して６ヶ月後の不飽和脂肪酸が５７．４％であり、飼料組成物を提供
して７ヶ月後の不飽和脂肪酸が６０．２％、５８．９％、５８．７％であり、飼料組成物
を提供して８ヶ月後の不飽和脂肪酸が６１．７％、６２．４％、６１．８％であり、飼料
組成物を提供して９ヶ月後は不飽和脂肪酸が６５．６％、６６．８％であり、提供期間に
よって徐々に不飽和脂肪酸の含有率が増加した。
【００３７】
　本実験の結果値を見ると、エゴマ粕が不飽和脂肪酸の増大に影響を及ぼしたことを証明
すると考えられる。
【００３８】
　その後、飼料組成物を１０ヶ月、１１ヶ月与えて生産物、すなわち肉、牛乳などを分析
したが、これ以上の不飽和脂肪酸の含有率の増加はわずかだった。
【００３９】
　ここで、図７の下段部最後の部分の数値はω－３とω－６の比率であり、図６の下段部
最後の行のω－３／ω－６の比率を見ると、飼料組成物を提供して６ヶ月後のω－３／ω
－６の比率は１：３．７４であり、飼料組成物を提供して７ヶ月後のω－３／ω－６の比
率は１：３．７４、１；２．７２、１；３．２６、１；１．９１であり、飼料組成物を提
供して８ヶ月後のω－３／ω－６の比率は１；２．９７、１；２．８４、１；５．２であ
り、飼料組成物を提供して９ヶ月後のω－３／ω－６の比率は１；２．４８、１；３．０
１だった。
【００４０】
　本実験の結果を見ると、大部分の実験家畜でオメガ３とオメガ６（ω－３、ω－６）の
脂肪酸の比率が１：４以下に調整されたことが分かり、これはエゴマ粕がω－３／ω－６
の比率、すなわちバランスに確実な影響があることが分かる。
【００４１】
　また、図９ａ及び図９ｂに示すように、飼料提供後、韓国忠南大学校農業科学研究所で
発行された脂肪試料による検査成績書では、オレイン酸（オメガ９）が４４．２５であり
、リノール酸は３．８６であり、リノレン酸は１．０３などが含有されていることが分か
り、図表に示すようにオメガ３脂肪酸とオメガ６脂肪酸の比率が１：３．７４であるが、
図示した飼料は１：４以下に調整された飼料であることが分かる。
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　したがって、その結果として韓国バクダルジェＬＰＣ１では欠陷がない状態で韓牛１＋
Ｂ等級、韓国バクダルジェＬＰＣ２では欠陷がない状態で韓牛１Ｂ等級、韓国バクダルジ
ェＬＰＣ３では欠陷がない状態で韓牛Ｃ等級の判定を受けたことが分かる（図８ｂ参照）
。
【００４３】
　また、図１０に示すように、飼料提供後、韓国忠南大学校農業科学研究所から２０１５
年１１月１２日付で発行された、ナチュラル１次試料による検査成績書では、オレイン酸
２０．９８、リノール酸２８．３８、リノレン酸２５．９７などが含有されていることが
分かり、オメガ３脂肪酸とオメガ６脂肪酸の比率が１：１．０８であるが、図示した飼料
は１：４以下に調整された飼料であることが分かる。
【００４４】
　このように、本発明による飼料組成物は、通常国内の畜産物のオメガ３とオメガ６の脂
肪酸の比率が１：８乃至１：２７である現在の畜産農家の状況と異なり、家畜に与えた６
ヶ月後からオメガ３とオメガ６の脂肪酸の比率が世界保健機構（ＷＨＯ）の勧奨比率であ
る１：４以下で１００％生産される効果がある。
【００４５】
　更に、現在肉、卵、牛乳などの国内の畜産物の不飽和脂肪酸の含有比率が４３％以上で
あるのと異なり、本発明の飼料組成物を家畜に与えたところ、６ヶ月後から不飽和脂肪酸
の含有比率が５５％を越え始め、特に８ヶ月後から６０％以上の高品質な畜産物が生産さ
れるまた別の効果がある。
【００４６】
　ここで、脂肪酸のうち、アラキドン酸（ａｒａｃｈｉｄｏｎｉｃ ａｃｉｄ）は炎症誘
発脂肪酸として、体内の免疫力を落とす脂肪酸であるが、特に本発明の飼料組成物を家畜
に与えた８ヶ月後から畜産物内に前記アラキドン酸の含有を完全に除去する特有の効果が
ある。
【００４７】
　また、本発明の飼料組成物の核心成分であるエゴマ粕の酸敗を防止して家畜に安全な飼
料を提供することができる効果を有する。
【００４８】
　以上、本発明の特定の実施例について詳述した。しかし、本発明の思想及び範囲はかか
る特定の実施例に限定されるものではなく、本発明の要旨を変更しない範囲内で多様に修
正及び変形が可能であることを本発明が属する技術分野で通常の知識を有する者であれば
理解するだろう。
【００４９】
　したがって、以上で記述した実施例は本発明が属する技術分野で通常の知識を有する者
に発明の範疇を完全に知らせるために提供されるものなので、すべての面で例示的なもの
であり、限定的でないことを理解しなければならず、本発明は請求項の範疇によって定義
されるに過ぎない。
【符号の説明】
【００５０】
　Ｓ１１０　粗飼料を準備する段階
　Ｓ１２０　エゴマ粕を準備する段階
　Ｓ１３０　追加材料を準備する段階
　Ｓ１４０　生菌剤を準備する段階
　Ｓ１５０　混合物を生産する段階
　Ｓ１６０　発酵熟成する段階
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